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本
史
料
は

『

乾�

五
拾
八
年
癸
丑
三
月

散
形
付
并
似
例

大
美
御
殿』

と
あ
る

よ
う
に
、
乾�

五
八
年

(

一
七
九
三)

に
大
美
御
殿
の
所
管
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
史

料
で
、
尚
家
継
承
古
文
書

(

以
下
、
尚
家
文
書)
中
の
一
点
で
あ
る
。

尚
家
文
書
に
は
、
本
史
料
の
ほ
か
に

『

納
殿
染
賃
例

大
美
御
殿』

が
あ
り
、
既

に
那
覇
市
歴
史
博
物
館
紀
要
第
一
号

(

二
〇
〇
九)

の
中
で
宮
里
正
子
氏
に
よ
り
翻

刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
る
と
、
作
成
年
も
所
管
も
同
じ
で
あ
る
。
し
か
も
、
該

史
料
の
末
尾
に
は
、
以
下
の
四
点
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
①
納
殿
の
染
賃
例
は

以
前
か
ら
あ
っ
た
が
、
雍
正
十
四
年

(

乾�

元
年
＝
一
七
三
六)

に
調
え
替
え
た
、

②
そ
の
後
乾�

五
八
年

(

一
七
九
三)

ま
で
の
五
六
年
間
に
は
、
例
の
な
い
注
文
も

｢

手
形｣

の
形
式
で
行
っ
て
き
た
。
③
し
か
し
、
御
用
支
え
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

こ
の
間
の
取
り
払
い
帳
面
を
ま
と
め
て
冊
を
作
成
し
て
渡
す
の
で
、
以
後
は
両
冊
を

参
考
に
し
て
勘
定
方

(

支
払
い)

を
行
う
よ
う
に
せ
よ
。
つ
ま
り
、『

納
殿
染
賃
例』

と

『

散
形
付
并
似
例』

は
セ
ッ
ト
で
あ
り
、
こ
の
両
冊
を
参
考
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
大
美
御
殿
で
は
一
七
九
三
年
以
降
は
注
文
や
支
払
い
が
行
わ
れ
た
と
類
推
で
き

る
。
今
回
、
本
史
料
を
翻
刻
し
、
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
両
冊
の
関
係
が
明
ら
か

に
な
っ
て
く
る
こ
と
を
期
待
す
る
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
本
史
料
が

成
立
し
た
十
八
世
紀
末
の
琉
球
と
い
う
時
代
背
景
と
、
所
管
役
所
で
の
機
能
に
つ
い

て
の
説
明
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
成
立
し
た
時
代
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
乾�

五

八
年

(

一
七
九
三)

は
、
近
世
琉
球
の
中
で
も
、
す
で
に

王
国
末
期
に
さ
し
か
か
ろ
う
と
し
て
い
る
時
期
で
、
十
八

世
紀
の
中
盤
ま
で
に
整
備
さ
れ
た
王
国
の
政
治
体
制
の
安

定
も
、
そ
ろ
そ
ろ
下
降
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
首
里
の
士

族
達
の
中
に
も
、
経
済
的
に
逼
迫
し
、
地
方
に
下
っ
て
生

計
を
な
そ
う
と
す
る
も
の
も
出
、
首
里
や
那
覇
だ
け
で
士

族
が
生
計
を
立
て
て
い
け
な
く
な
っ
て
き
て
い
た
。
ま
た
、

外
に
目
を
や
る
と
、
一
七
九
七
年
に
宮
古
島
沖
で
座
礁
し

た
プ
ロ
ビ
デ
ン
ス
号
の
事
件
は
、
こ
の
四
年
後
で
あ
る
。

こ
の
頃
か
ら
沖
縄
島
周
辺
に
も
異
国
船
が
頻
繁
に
現
れ
る

よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
災
害
や
飢
饉
等
の
要
因
に
よ
り
、

地
方
の
行
政
が
立
ち
ゆ
か
な
く
な
っ
て
、｢

村
倒
れ｣

｢

間

切
倒
れ｣

な
ど
と
い
う
地
方
行
政
の
破
綻
が
お
き
つ
つ
あ

る
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
二
二
年
前
に

｢

明
和
の
大

津
波

(
乾�
の
大
津
波)｣

が
起
き
て
お
り
、
先
島
地
域

が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
人
口
の
回
復
も
ま
ま
な
ら
な

い
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の
琉
球
王
国
で
は

あ
っ
た
が
、
一
方
で

『
伊
江
親
方
日
々
記』

に
見
ら
れ
る
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1)

與
那
嶺
一
子
・
2)

小
野
ま
さ
子
・
3)

山
田
葉
子
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よ
う
に
、
王
国
の
上
層
部
で
は
、
長
期
に
国
政
を
執
っ
て
い
る
尚
穆
王
の
治
世
で
あ

り
、
こ
の
年
の
十
一
年
後
に
は
、
次
王
と
な
る
尚
�
王
の
冊
封
も
行
わ
れ
、
中
国
へ

の
朝
貢
も
順
調
に
行
わ
れ
て
い
た
。｢

正
延
紫｣

や

｢

唐
朱｣

の
よ
う
に
、
本
文
書

に
出
て
来
る
多
く
の
染
色
材
料
が
中
国
か
ら
入
っ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
証
で
あ
る
。

こ
の
王
国
が
約
八
十
年
後
に
は
琉
球
藩
と
さ
れ
、
そ
の
後
王
国
そ
の
も
の
が
明
治
政

府
に
よ
り
廃
さ
れ
、
日
本
の
一
部
で
あ
る
沖
縄
県
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
、
ま

だ
本
文
書
か
ら
は
う
か
が
い
え
な
い
歴
史
で
は
あ
る
が
、
王
国
時
代
の
染
織
、
な
か

で
も
染
め
に
つ
い
て
の
細
部
の
状
況
が
判
明
し
な
く
な
っ
て
い
る
今
日
、
い
わ
ゆ
る

｢

紅
型｣

、
史
料
で
は

｢
形
付｣

で
あ
る
が
、
に
関
し
て
は
、｢

型
紙｣

を
除
く
と
、

職
人
の
方
々
か
ら
の
聞
き
取
り
や
戦
前
の
民
芸
協
会
一
行
の
調
査
史
料
、
ま
た
鎌
倉

芳
太
郎
氏
の
調
査
研
究
資
料
に
よ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
現
在
、
近
世
琉
球
社
会
崩

壊
の
直
前
の
時
期
に
記
録
さ
れ
た
史
料
の
重
要
性
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

さ
て
、
次
に
、
所
管
役
所
と
し
て
の

｢
大
美
御
殿｣

と
、
も
う
一
つ
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
役
所
で
あ
る｢

納
殿｣

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
大
美
御
殿
は
、

十
八
世
紀
に
描
か
れ
た

｢

首
里
古
地
図｣

で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
首
里
城
外
、
綾

門
大
道
に
沿
い
、
向
か
い
に
は
玉
陵
や
安
国
寺
、
御
客
屋
、
そ
し
て
隣
に
は
皇
太
子

殿
で
あ
る
中
城
御
殿
の
隣
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、
ペ
リ
ー
来
航
時
に
は
、

こ
こ
が
王
国
高
官
の
屋
敷
と
し
て
、
迎
賓
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
が
、『

中
山
世
鑑』

に
よ
る
と
、
古
く
琉
球
王
国
第
二
尚
氏
王
統
第
四
代
の
尚
清
王
代
の
嘉
靖
二
八
年

(

一
五
四
九)

に
創
建
さ
れ
た
と
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
神
を
迎
え
る
場
で
あ
る
王

城
は
潔
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
所
で
あ
る
の
に
、
城
内
で
行
わ
れ
る
王
子
・
王

女
の
出
産
が
穢
汚
に
当
た
る
と
さ
れ
、
王
城
の
潔
斎
の
た
め
に
新
殿
を
造
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
近
世
琉
球
以
前
に
、
王
城
の
霊
的
強
化
と
し
て
、
女
性
た
ち
の
生
活
が

規
制
さ
れ
は
じ
め
た
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
も
あ
れ
、
近

世
琉
球
期
に
は
大
美
御
殿
は
、
十
八
世
紀
初
期
の
王
城
焼
失
に
よ
り
一
時
期
国
王
の

行
在
所
に
な
っ
た
以
外
は
、
日
常
的
に
は
首
里
城
の
女
官
達
の
用
務
の
場
や
休
息
の

場
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
、
本
史
料
を
位
置
づ
け
る
と
、
王
族
達
や
城
内

の
女
官
達
の
衣
服
の
調
達
な
ど
の
機
能
も
持
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

王
国
末
期
の
情
勢
は
、
こ
の
大
美
御
殿
さ
え
も
、
異
国
人
を
首
里
城
に
入
れ
な
い
た

め
に
、
高
官
の
屋
敷
と
偽
り
、
ペ
リ
ー
ら
を
招
い
た
迎
賓
の
機
能
も
附
与
さ
れ
て
し

ま
う
の
で
は
あ
る
。
ま
た
、
本
史
料
に
も
大
美
御
殿
の
他
に

｢

納
殿｣

が
時
々
登
場

す
る
。
こ
の

｢

納
殿｣

が
王
府
の
食
料
品
以
外
の
物
品
の
調
達
や
保
管
に
関
わ
っ
て

い
た
役
所
で
あ
っ
た
こ
と
は
、『

琉
球
國
由
来
記』

等
で
も
確
認
で
き
る
の
で
、
本

史
料
の
場
合
、
納
殿
の
職
掌
と
し
て
の
染
色
の
中
に
も
、
よ
り
女
性
た
ち
が
関
わ
る

部
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
類
推
で
き
る
。
女
性
た
ち
に
関
す
る
城
内
で
の
暮
ら
し
な
ど

も
ほ
と
ん
ど
伝
承
で
し
か
わ
か
ら
な
い
現
在
で
は
、
こ
れ
も
ま
た
新
し
い
首
里
城
を

考
え
る
切
り
口
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

�
�一

、
本
史
料
は
、
那
覇
市
が
所
蔵
す
る

｢

琉
球
国
王
尚
家
関
係
資
料

『

散
形
付
并
似

例』
｣

で
あ
る
。

一
、
翻
刻
は
可
能
な
限
り
正
字
と
し
た
。

一
、
判
読
不
明
の
文
字
は
□
で
示
し
た
。

一
、
翻
刻
は
、
與
那
嶺
一
子
、
小
野
ま
さ
子
、
山
田
葉
子
が
担
当
し
垣
花
久
美
子
氏

に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
。
解
説
は

｢

史
料
の
概
要｣

を
小
野
が
、｢

散
形
付

并
似
例
の
内
容｣

を
山
田
、
與
那
嶺
が
、｢

本
史
料
所
載
の
色
名
に
つ
い
て｣

を
與
那
嶺
が
担
当
し
た
。
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本
稿
で
は
、｢

大
散
形
付
壱
尋
例｣

(

以
下

｢

大
散｣)

｢

中
散
形
付
壱
尋
例｣

(

以

下

｢

中
散｣)

｢

小
散
形
付
壱
尋
例｣

(

以
下

｢

小
散｣)

に
つ
い
て
述
べ
る
。

本
史
料
は
、
大
散

(

大
型)

・
中
散

(

中
型)

・
小
散

(

小
型)

の
型
紙
を
使
い

布
地
一
尋
を
染
め
る
に
あ
た
り
、
染
め
る
布
帛
素
材
、
地
染
め
の
色
と
加
色
の
色
数

等
に
よ
っ
て
必
要
な
染
材
・
助
剤
他
の
材
料
の
分
量
、
紺
屋
の
人
件
費
、
そ
の
他
の

経
費
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
体
裁
と
し
て
は
、
全
体
が
大
散
・
中
散
・
小
散
の
別

に
分
け
ら
れ
、
そ
の
中
に
一
行
目
に

『

布
帛
素
材�

地
染
め
の
色�

両
面
／
片
面
染�

加
色
の
数』
の
順
に
記
述
さ
れ
、
そ
れ
に
続
い
て
染
材
や
助
剤
他
の
材
料
の
分
量
、

紺
屋
の
人
件
費
、
そ
の
他
の
経
費
と
記
述
が
続
く
。

合
計
三
二
例
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は

｢

大
散
形
付
壱
尋
例｣

が
十
五

例
、｢

中
散
形
付
壱
尋
例｣
十
四
例
、｢

小
散
形
付
壱
尋
例｣

が
三
例
と
な
っ
て
い
る
。

(�)
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形
の
大
き
さ
別
に
布
帛
の
素
材
を
み
る
と
、｢

大
散｣

で
は
、
木
綿
九
例
、
白
細

上
布
、
銅
板
斉
、
縮
緬
上
布
、
永
春
斉
、
上
布
、
白
紗
綾
が
各
一
例
で
あ
る
。
白
細

上
布
、
銅
板
斉
、
縮
緬
上
布
、
永
春
斉
、
上
布
は
す
べ
て
両
面
形(

両
面
染)

だ
が
、

木
綿
、
白
紗
綾
は
壱
方
形

(

片
面
染)

で
あ
る
。

｢

中
散｣
で
は
木
綿
七
例
、
銅
板
斉
三
例
、
白
縮
緬
、
花
無
紗
綾
、
紋
無
紗
綾
地
、

下
布
が
各
一
例
で
あ
る
。
銅
板
斉
、
白
縮
緬
、
下
布
は
い
ず
れ
も
両
面
形
で
あ
り
、

木
綿
、
花
無
紗
綾
、
紋
無
紗
綾
地
は
壱
方
形
で
あ
る
。

｢

小
散｣

で
は
銅
板
斉
が
二
例
で
、
木
綿
が
一
例
、
銅
板
斉
は
二
例
と
も
両
面
形

で
、
木
綿
は
壱
方
形
で
あ
る
。

本
史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
布
帛
素
材
を
、
苧
麻
、
木
綿
、
絹
と
そ
れ
以
外
に
整

理
し
表
１
に
ま
と
め
た
。
表
２
は
、
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
及
び
那
覇
市
歴
史

博
物
館
が
所
蔵
す
る
王
国
時
代
に
製
作
さ
れ
た
紅
型
の
布
帛
素
材
で
あ
る
。
紅
型

(

形
付)

を
染
め
る
素
材
は
、
琉
球
で
生
産
さ
れ
た
も
の
と
、
舶
載
さ
れ
た
も
の
が

あ
る
。
芭
蕉
布
は
、
史
料
に
も
一
例
だ
け
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
実
例
も
少
な
い
。
詳

細
は
素
材
別
に
記
載
し
た
。

(

表
１)

史
料
所
載
の
布
帛
素
材
一
覧

(

表
２)

王
国
時
代
の
紅
型
の
布
帛
素
材

＊
国
宝：

琉
球
国
王
尚
家
関
係
資
料

工
芸
品
の
う
ち
紅
型
四
一
領

＊
歴
博：

那
覇
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
福
地
家
資
料
よ
り
紅
型
十
八
領
・
�
宮
城
家
資
料
よ
り
紅
型
一
領

＊
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
所
蔵
紅
型
よ
り
七
二
領

(

寄
託
品
二
領
含
む)

と
風
呂
敷
一
枚

�
�

	



琉
球
王
国
時
代
に
染
め
ら
れ
た
紅
型
衣
裳
の
木
綿
素
材
に
は
、
琉
球
産
木
綿
と
舶

載
品
が
み
ら
れ
る

(

表
１
・
２
参
照)

。

北
京
故
宮
博
物
院
に
は
木
綿
布
に
染
め
た
紅
型

(

反
物)

が
二
二
例
残
っ
て
お
り

(

註
１)

、
そ
の
内
四
例
は
布
端
に

｢

宮
古
嶋｣

の
墨
書
が
あ
り
、
貢
納
布
と
し
て
納

(�)
－���－

似
例

小
散
形
付

中
散
形
付

大
散
形
付

下
唐
苧

下
布

白
細
上
布

縮
細
上
布

上
布

苧
麻
素
材

木
綿

白
木
綿
布

木
綿

木
綿

木
綿

木
綿
素
材

白
縮
緬

花
無
紗
綾

紋
無
紗
綾

白
紗
綾

絹
素
材

机
上
白
布

稀
銅
板
斉
・

芭
蕉
苧

桐
板
斉

桐
板
斉

銅
板
斉

永
春
斉

そ
の
他

木
綿
と
苧
麻

そ
の
他

(

芭
蕉
な
ど)

桐
板 絹 木

綿
苧
麻(

上
布)紬 捩

織
縮
緬

綾 花
紗
綾

平
絹

舶
載
品

琉
球
産

１ １ ３ １ ２ ２ 17 14 国
宝

１ １ ９ ８ 歴
博

１ １ 10 １ １ １ ２ ７ 30 18 県
博



め
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

(

註
２)

。
ま
た
、
昭
和
十
四
年
に
沖
縄
で
工
芸
調
査
を
行
っ

た
芹
沢�

介
は
そ
の
著
書
で

｢

宮
古
は
上
品
を
織
り
だ
し｣

(

註
３)

と
述
べ
て
お
り
、

現
在
、
上
布
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
宮
古
島
も
、
か
つ
て
は
木
綿
を
生
産
し
て
い

た
。舶

載
品
は
、
西
洋
布
・
金
巾
と
呼
ば
れ
る
木
綿
布
が
、
中
国
か
ら
入
っ
て
き
た

(

註
４)

。
布
幅
が
広
い
も
の
は
、
裁
断
し
て
使
用
さ
れ
た
作
例
が
残
る

(

表
２)

。
裁
断

面
の
見
ら
れ
る
木
綿
布
に
は
厚
手
か
ら
薄
手
ま
で
あ
る
。
織
幅
そ
の
ま
ま
の
作
例
は
、

琉
球
産
か
舶
載
品
か
判
断
が
難
し
い
が
、
宮
古
島
や
八
重
山
諸
島
で
は
木
綿
を
栽
培

し
貢
納
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
琉
球
産
と
し
て
み
て
よ
い
と
思
う
。

本
史
料
の

｢

木
綿｣

に
つ
い
て
は
、
記
載
以
上
の
情
報
が
な
い
た
め
、
琉
球
産
か

舶
載
品
か
は
判
断
で
き
な
い
。

(

註
１)

頁
三
六�

五
五
、
九
二�

九
四

『

中
国
・
北
京
故
宮
博
物
院
蔵

琉
球
王
朝
の
秘
宝

沖
縄
特
別
展
覧
会

図
録』

帰
っ
て
き
た
琉
球
王
朝
の
秘
宝
展
実
行
委
員
会

二
〇
〇
四
年

『

北
京
故
宮
博
物
院
沖
縄
関
連
文
化
財
調
査
報
告
書』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
二
〇
〇

八
年

(

註
２)

頁
五
〇�

五
一

與
那
嶺

｢

故
宮
博
物
院
に
残
る
染
織

〜
中
国
・
琉
球
の
交
流
を

み
る
〜｣

『

中
国
・
北
京
故
宮
博
物
院
秘
蔵

｢

甦
る
琉
球
王
国
の
輝
き｣

』

沖
縄
県

立
博
物
館
・
美
術
館

二
〇
〇
八
年

(

註
３)

頁
八

芹
澤�

介

『

琉
球
の
形
附』

日
本
民
藝
協
会
昭
和
一
八
年

(

註
４)

頁
一
七
六�

一
七
七

池
宮
正
治

｢

西
洋
布｣

『

沖
縄
こ
と
ば
の
散
歩
道』

ひ
る
ぎ

社
一
九
九
三
年

頁
七
、
九
、
一
四�

一
五
小
笠
原
小
枝
・
石
田
千
尋

｢

紅
毛
船
・
唐
船
・
琉
球
産
物

端
物
切
本
帳
に
つ
い
て｣

『

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ

№
四
五
六』

東
京
国
立
博
物
館

一

九
八
九
年

�
�

�
�

�
�

�
�

�
	



�

�
�

�



�
�

�

こ
れ
ら
の
布
帛
は
、
中
国
か
ら
入
手
し
た
絹
織
物
で
あ
る
。
こ
の
他
に
捩
織
に
よ

る
絽
な
ど
も
使
わ
れ
て
い
る
。
紗
綾
は
地
紋
の
入
っ
た
織
物
を
示
し
、
花
紗
綾
は
部

分
的
に
花
丸
紋
が
入
る
。
飛
び
飛
び
に
紋
様
が
み
ら
れ
る
の
で
飛
紗
綾
と
も
い
わ
れ

る

(

註
５)

。
尚
家
紅
型

(

資
料
№
紅
型
二
九�

二
九
紅
色
地
龍
瑞
雲
火
炎
文
様
紅
型
絹

袷
衣
裳)

が
そ
れ
に
当
た
る
。｢

紗
綾｣

｢

縮
緬｣

｢

花
紗
綾｣

は
薩
摩
か
ら
特
注
さ

れ
る
事
も
あ
り

(

註
６)

、
ま
た
江
戸
立
の
献
上
品
・
進
上
品
に
も
み
ら
れ
る

(

註
７)

。

(

註
５)

頁
三
五
六

寺
島
良
安
編

『

和
漢
三
才
図
会』

東
京
美
術

昭
和
四
五
年

(

史
料

は
一
七
一
二
年
頃
編
纂)

(

註
６)

頁
四�

六
江
洲
安
享

｢

伝
世
す
る
染
織
資
料
か
ら
み
た
中
琉
交
易
史｣

『

首
里
城
研

究

№
一
〇』

首
里
城
公
園
友
の
会

二
〇
〇
八
年

崎
山
健
文

｢

史
料
紹
介

｢

嘉
永
六
年

表
方
御
右
筆
間
日
記

(

一)｣
『

黎
明
館
調

査
研
究
報
告
書

第
二
三
集』

二
〇
一
〇
年

(

註
７)

『

江
戸
立
献
上
物
進
上
物
萬
総
帳
扣』

(

那
覇
市
歴
史
博
物
館
蔵)

�
�



�

�
�



�

�
�

�
�

�
�

�
�

�



�
�

�
�

�

上
布
は
宮
古
・
八
重
山
諸
島
で
貢
納
布
と
し
て
王
府
に
納
め
て
お
り
、
そ
の
品
質

を
上
・
中
・
下
に
分
け
、
さ
ら
に
最
上
を
細
上
布
と
定
め
て
い
た

(

註
８)

。
縮
布
も

納
め
て
お
り
、
貢
納
布
関
係
史
料
に

｢

縮
細
上
布｣

の
記
載
は
み
ら
れ
な
い
が
、
本

史
料
の
縮
布
は
細
い
糸
で
織
っ
た
縮
布
と
解
釈
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

(

註
８)

頁
三
一
一�

三
一
二

｢

宮
古
島
御
用
布
座
公
事
帳｣

『

沖
縄
県
史
料

前
近
代
７

首
里
王
府
仕
置
３』

沖
縄
県
教
育
委
員
会

一
九
九
一
年

頁
七
五
、
七
八

｢

冨
川
親
方
八
重
山
嶋
御
用
布
座
公
事
帳｣

『

沖
縄
県
史
料

前
近

代
７

首
里
王
府
仕
置
３』

沖
縄
県
教
育
委
員
会

一
九
九
一
年

�
�

�
�

�
�

�
�

��
�

�
�

�
こ
れ
ら
の
素
材
も
中
国
か
ら
の
舶
載
品
で
あ
る
。
銅
板
は
、
厦
門
か
ら
三
十
里
程

離
れ
た
村
が
産
地
で
、
明
治
以
降
も
夏
衣
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
た

(

註
９)

。
戦
後

輸
入
が
途
絶
え
た
た
め
に
、
幻
の
繊
維
と
な
り
、
リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
説
、
苧
麻
説
な

ど
が
あ
る
。｢

永
春
斉｣

の
素
材
は
今
の
所
不
明
だ
が
、
銅
板
と
類
似
の
素
材
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

(�)
－���－



(

註
９)

頁
六
、
二
七
、
二
八

『

沖
縄
県
史

資
料
篇
５

染
織
関
係
近
代
新
聞
資
料

技

術
Ⅰ』

沖
縄
県
教
育
委
員
会

一
九
九
七
年

�
�

�
�

�

地
染
の
色
に
注
目
す
る
と
、｢

大
散｣

一
五
例
の
内

｢

水
色｣

が
四
例
、｢

ふ
け｣

が
三
例
、｢

月
白｣

｢
柿
色｣

｢

浅
地｣

｢

鶯｣
｢

お
こ
ん｣

｢

土
器｣

｢

ふ
た
う｣

｢

茶
色｣

が
各
一
例
で
あ
る
。｢
中
散｣

一
四
例
の
内
、｢

玉
色｣

、｢

月
白｣

、｢

ふ
け

(

ふ
く)｣

が
各
二
例
、｢

白
地｣

｢
水
色｣

｢

浅
地｣

｢

お
こ
ん｣

｢

き
ゝ
ん｣

｢

阿
き
ふ｣

｢

柿｣

｢

土
器｣

が
各
一
例
で
あ
る
。｢
小
散｣

三
例
は
、｢

浅
地｣

｢

白
地｣

｢

水
色｣

が
各

一
例
で
あ
る
。
詳
細
は

｢

本
史
料
所
載
の

｢

色
名｣

に
つ
い
て｣

の
項
目
を
参
照
さ

れ
た
い
。

�
�

�
�

	



�
�

�
�

�



｢

大
散｣

一
五
例
の
う
ち
、｢

両
面
形｣

(

両
面
染)
は
五
例
、｢

壱
方
形｣

(

片
面

染)

は
一
〇
例
で
あ
る
。
両
面
形(

両
面
染)

五
例
は
、
す
べ
て｢

五
色
之
差
物
入｣

つ
ま
り
地
染
の
上
に
五
色
を
加
え
て
染
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。｢

壱
方
形｣

(

片
面

染)

十
例
の
う
ち
、
九
例
が

｢

五
色
之
差
物
入｣

で
あ
り
、
一
例
が

｢

三
色
之
差
物

入｣

つ
ま
り
三
色
を
加
え
て
染
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

｢

中
散｣

十
四
例
の
う
ち
、｢

両
面
形｣

は
五
例
、｢

壱
方
形｣

は
九
例
で
あ
る
。

両
面
形
五
五
例
の
う
ち
、
三
例
が｢

五
色
之
差
物
入｣

、
二
例
が｢

三
色
之
差
物
入｣

、

一
例
が

｢

弐
色
之
差
物
入｣

で
あ
る
。｢

壱
方
形｣

九
例
は
す
べ
て

｢

五
色
之
差
物

入｣

で
あ
る
。

｢

小
散｣

一
四
例
の
う
ち
、｢

両
面
形｣

は
五
例
、｢

壱
方
形｣

は
九
例
で
あ
る
。

両
面
形
五
例
の
う
ち
、
三
例
が

｢

五
色
之
差
物
入｣

、
二
例
が

｢

三
色
之
差
物
入｣

、

一
例
が

｢

弐
色
之
差
物
入｣

で
あ
る
。｢

壱
方
形｣

九
例
は
す
べ
て

｢

五
色
之
差
物

入｣

で
あ
る
。

こ
れ
ら
、
①
型
紙
の
大
き
さ
②
布
帛
の
種
類
③
地
染
の
色
④
両
面
染
／
片
面
染
⑤

加
色
の
数
、
の
五
つ
の
条
件
の
組
み
合
わ
せ
に
注
目
す
る
と
、
同
じ
組
み
合
わ
せ
の

も
の
は
一
つ
も
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

五
つ
の
諸
条
件
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
染
材
や
助
剤
他
の
材
料
の
分
量
、
経
費

等
に
差
が
あ
る
。
染
材
と
そ
の
他
の
素
材
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

�
�

�本
史
料
の
中
に
登
場
す
る
染
材
は
一
一
種
類
あ
り
、
い
ず
れ
も
加
色
の
た
め
の
材

料
で
あ
る
。
赤
・
黄
・
青
・
黒
・
白
の
五
系
統
の
色
材
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
以
外
の

緑
、
紫
、
橙
等
の
色
は
基
本
色
で
あ
る
五
色
を
混
色
す
れ
ば
造
り
上
げ
る
こ
と
が
出

来
る
。
本
史
料
に
記
載
さ
れ
る
染
材
を
顔
料
と
染
料
に
わ
け
て
整
理
し
た

(

表
３)

。

赤
系
統
は

｢

正
延
紫｣

｢

唐
朱｣

｢

丹
朱｣

、
黄
色
系
統
は

｢

槐
花｣

｢

石
黄｣

｢

黄

土｣

、
青
系
統
は

｢

和
藍
浪｣

、
黒
系
統
は

｢

加
治
木
墨｣

｢

五
倍
子｣

｢

�
凡｣

、
白

系
統
は

｢

水
粉｣

が
記
さ
れ
て
い
る
。

｢

五
色
之
差
物
入｣

と
い
う
と
き
に
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
は

｢

正
延
紫｣

(

赤)
｢

唐
朱｣

(

赤)
｢

槐
花｣

(

黄)
｢

和
藍
浪｣

(

青)
｢

加
治
木
墨｣

(

黒)
｢

水
粉｣

(

白)

の
六
種
で
あ
る
。
こ
こ
に
事
例
に
よ
っ
て

｢

丹
朱｣

｢

石
黄｣

｢

黄
土｣

｢

五
倍

子｣

な
ど
が
加
わ
る
が
、
そ
の
例
は｢

石
黄｣

が
五
例
、｢

丹
朱｣

が
七
例
、｢

黄
土｣

が
二
例
、｢

五
倍
子｣

｢

�
凡｣

が
各
一
例
と
全
体
か
ら
見
る
と
少
数
で
あ
る
。
基
本

的
に
は
六
種
類
の
色
材
を
使
用
し
、
例
外
と
し
て
丹
朱
や
石
黄
な
ど
を
加
え
て
色
相

に
変
化
を
持
た
せ
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

｢

三
色
之
差
物
入｣

は
二
例
あ
る
が
、
一
例
が

｢

正
延
紫｣

｢

槐
花｣

｢

和
藍
浪｣

｢

加
治
木
墨｣

の
四
種
で
あ
る
の
に
対
し
、
も
う
一
例
が

｢

正
延
紫｣

｢

唐
朱｣

｢

槐

花｣
｢

和
藍
浪｣

｢

加
治
木
墨｣

｢

水
粉｣

の
六
種
で
あ
り
、
五
色
と
三
色
の
加
飾
で

ど
の
よ
う
に
色
相
が
変
化
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

一
例
し
か
な
い｢

弐
色
之
差
物
入｣

は
、｢

正
延
紫｣

｢

和
藍
浪｣

の
二
種
で
あ
る
。

す
べ
て
の
例
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が

｢

正
延
紫｣

で
あ
る
。

紅
型
の
色
材
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇
二
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
尚
家

染
織
品
の
非
破
壊
調
査
の
結
果
、
朱

(

水
銀)

、
黄

(

石
黄)

、
青

(

鉄：

ベ
ロ
藍)

、

青

(

藍)

、
緋
色

(

紅
花
＋
黄
檗)

赤
紫

(

臙
脂)

、
白

(

鉛
胡
粉)

が
使
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

(

註
��)

。

顔
料
の
唐
朱

(

水
銀
朱
の
こ
と)

、
丹
朱
、
石
黄
、
黄
土
、
染
料
の
正
延
紫
、
塊

(�)
－���－



花
は
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
、
王
国
崩
壊
後
も
続
い
た

(

註
��)

が
、
戦
後
、
途
絶
え
た
。

黄
土
は
土
器
色
の
染
色
に
使
わ
れ
る
。
和
藍
浪
、
加
治
木
墨
は
、
そ
の
名
か
ら
大
和

か
ら
入
手
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
正
延
紫
は
、
虫
の
体
液
を
円
形
の
綿
に
染

み
こ
ま
せ
た
も
の
が
輸
入
さ
れ
て
お
り
、｢

七
寸
完｣

と
は
、
綿
の
直
径
の
こ
と
で

あ
る
。

加
治
木
墨
に
つ
い
て
は
芹
澤
が

｢

薩
摩
の
加
治
木
に
製
墨
あ
る
事
を
聞
く
か
ら
そ

れ
と
の
関
り
を
考
え
た
い｣

と
述
べ
て
お
り
、
今
後
の
調
査
を
待
ち
た
い

(

註
��)

。

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
イ
の
藍
花
を
集
め
、
藍
蝋
を
つ
く
っ
た
話
も
あ
る
が

(

註
��)

、
こ

こ
で
示
さ
れ
る
藍
蝋
は
琉
球
製
と
は
考
え
に
く
い
。

五
倍
子
は
ヌ
ル
デ
に
で
き
る
虫
�(

虫
こ
ぶ)

の
こ
と
で
、
黒
染
の
染
料
。
中

国
、
大
和
の
い
ず
れ
か
ら
入
手
し
た
の
か
、
史
料
か
ら
読
み
解
く
こ
と
は
難
し
い
。

�
凡
は
橡
な
ど
の
実

(

ど
ん
ぐ
り)
の
こ
と
で
、
墨
色
の
材
料
と
な
る

(

註
��)

。

し
か
し
、
実
際
に
橡
か
ど
う
か
不
明
。
ま
た
、
墨
色
と
す
る
た
め
の
媒
染
剤(

鉄
分)

が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
染
法
は
不
明
で
あ
る
。

水
粉
は
白
を
染
め
る
染
材
の
こ
と
で
、
鉛
を
使
っ
た
も
の
と
、
貝
殻
か
ら
作
ら
れ

る
も
の
が
あ
る
。
鉛
白
は
黒
く
変
色
す
る
場
合
が
あ
り
、
絵
画
や
紅
型
に
そ
の
変
色

の
様
子
が
幾
例
か
残
っ
て
い
る

(

註
��
・
��)

。
戦
後
、
鉛
白
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
王

国
末
期
に
は
、
貝
殻
を
使
う
胡
粉
に
変
っ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(

表
３)

本
史
料
所
載
の
染
材

（
註
��)

下
山
進
・
下
山
裕
子

｢

国
宝

｢

琉
球
国
王
尚
家
関
係
資
料｣

《
工
芸
品

(

染
織
資

料
等)

の
非
破
壊
分
析
調
査
報
告
書
》｣

『

那
覇
市
歴
史
博
物
館
紀
要

第
一
号』

那
覇
市
歴
史
博
物
館

二
〇
〇
九
年

(

註
��)

頁
七�

九
上
江
洲
安
享

｢

伝
世
す
る
染
織
資
料
か
ら
み
た
中
琉
交
易
史｣

『

首
里
城

研
究

№
十』

首
里
城
公
園
友
の
会

二
〇
〇
八
年

頁
八
四

｢

明
治
三
四
年
八
月
九
日
三
面

琉
球
新
報

清
国
輸
入
貨
物
の
数
量
と

価
格｣

『

沖
縄
県
史

資
料
篇
五

染
織
関
係
近
代
新
聞
資
料

技
術
Ⅰ』

沖
縄
県

教
育
委
員
会

一
九
九
七
年

(

註
��)

頁
二
五
芹
澤�

介

『

琉
球
形
附』

日
本
民
藝
協
会

昭
和
一
八
年

(

註
��)

真
栄
城
興
茂
氏
談

(

二
〇
一
二
年
五
月)

｢

父

(

真
栄
城
興
盛)

が
、
城
間
さ
ん
に

頼
ま
れ
て
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
イ
か
ら
藍
蝋
を
つ
く
っ
た
事
を
話
し
て
い
た｣

(

註
��)

頁
二
五
八
吉
岡
幸
雄

｢

涅
色

�

色｣
『

日
本
の
色
辞
典』

紫
紅
社

二
〇
〇
〇
年

頁
一
四
八
李
應
強

『

中
國
服
装
色
彩
史
論』

南
天
書
局
有
限
公
司

民
國
八
二
年

(

註
��)

琉
球
風
姿
画
全

(

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
所
蔵)

�
�

�
�

�
�

�
�

	

そ
の
他
の
材
料
と
し
て
登
場
す
る
の
は
７
種
類
で
あ
る
。｢

明
礬｣

｢

白
大
豆｣

｢

黏
米
・
餅
米｣

｢

炭
・
た
ん｣

の
四
種
類
が
ほ
ぼ
す
べ
て
の
例
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

例
外
と
し
て
、
前
述
の
四
種
類
加
え
て

｢

麦
芽｣

が
二
例
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
い

ず
れ
も
染
材
に

｢

石
黄｣

が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
何
ら
か
の
関
連
が
考
え
ら
れ

る
が
、
石
黄
が
使
わ
れ
て
い
な
が
ら
麦
芽
が
入
っ
て
い
な
い
例
も
あ
り
、
詳
細
は
不

明
で
あ
る
。
ま
た
、｢

炭｣

が
入
っ
て
い
な
い
例
も
一
例
あ
り
、
こ
れ
は

｢

弐
色
之

差
物
入｣

の
例
で
あ
る
が
、
加
色
数
と
炭
の
使
用
の
有
無
に
ど
ん
な
関
連
が
あ
る
か

は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
材
料
が

｢

白
大
豆｣

の
み
と
い
う
例
も
一
例
あ
り
、
こ
れ

は
染
材
が

｢

正
延
紫｣

の
み
と
な
っ
て
い
る
が
、
末
尾
近
く
に

｢

形
付
賃
四
百
文｣

｢

紅
賃
五
色
中
模
様
之
例｣

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
表
記
以
外
に

｢

形
付｣

と

｢

紅
賃｣

が
か
か
っ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
必
要
と
記
述
さ
れ
て
い
る
の
が
正
延
紫
と
白
大
豆
の

み
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
用
途
は
不
明
だ
が
一
例
の
み

｢

薪
木｣

｢

白

灰｣
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
染
材
か
助
剤
か
不
明
な
材
料
と
し
て

｢

と
き
ゝ｣

と
い
う
も
の
が
一
例

の
み
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

｢

黏
米
・
餅
米｣
は
防
染
糊
を
示
す
。｢

餅
米｣

は
地
染
を
す
る
際
の
伏
せ
糊
の

分
量
を
示
し
て
い
る
事
か
ら
、｢

黏
米｣

は
型
置
き
の
糊
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い

(	)
－�
�－

染
料

顔
料

正
延
紫

唐
朱
・
丹
朱

赤
系
統

槐
花

石
黄
・
黄
土

黄
系
統

和
藍
浪

青
系
統

五
倍
子
・
�
凡

加
治
木
墨

黒

水
粉

白



か
と
思
わ
れ
る
。

｢

白
大
豆｣

は
、
顔
料
を
溶
く
呉
汁
を
作
る
。
そ
の
他
、
呉
汁
は
、
顔
料
の
定
着

と
滲
み
防
止
の
た
め
、
防
染
糊
を
型
置
き
し
た
後
で
刷
毛
引
き
さ
れ
る
。｢

明
礬｣

は
、
色
の
滲
み
を
防
止
し
、
固
着
を
促
進
に
使
わ
れ
る

(

註
��)

。

｢
炭｣

｢
た
ん｣

は
火
を
興
す
た
め
の
用
材
か
と
思
わ
れ
る
が
、
呉
染
で
使
わ
れ

る
灰
汁
を
取
る
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。

｢

白
灰｣

は
、
糊
の
腐
敗
防
止
に
使
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、

色
に
影
響
す
る
の
で
地
染
す
る
際
の
伏
せ
糊
に
は
使
わ
れ
な
い
と
言
わ
れ
る

(

註
��
・

��)

。｢

麦
芽｣

は
、
麦
芽
糖
と
し
て
、
藍
な
ど
を
建
て
る
際
に
使
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
が
、
本
史
料
で
は
一
例
の
み
で
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
の
材
料
か
不
明
で
あ
る
。

｢

と
き
ゝ｣

｢

薪
木｣

は
ど
の
作
業
で
使
用
す
る
も
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。

(

註
��)

頁
三
九�

四
二
渡
名
喜
明

｢

紅
型
の
型
置
き
か
ら
仕
上
げ
ま
で�

城
間
栄
喜
ノ
ー

ト
を
も
と
に
し
て

(

そ
の
二)

－｣
『

沖
縄
県
立
博
物
館
紀
要
第
５
号』

沖
縄
県

立
博
物
館

一
九
七
九
年

(

註
��)

頁
六
七
一

『

鎌
倉
芳
太
郎
資
料
集

(

ノ
ー
ト
編)

題
一
巻

美
術
・
工
芸』

沖
縄

県
立
芸
術
大
学

二
〇
〇
四
年

◆
材
料
の
分
量
の
比
較

型
紙
の
大
き
さ
や
布
帛
素
材
、
地
染
の
色
な
ど
に
よ
っ
て
染
材
の
分
量
に
一
定
の

傾
向
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
仮
定
し
て
比
較
を
行
っ
た
が
、
結
果
と
し
て
染
材
を

計
上
す
る
一
定
の
計
算
式
な
ど
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。

例
を
あ
げ
る
と
、
頁
五
〜
七

｢

銅
板
斉
水
色
返
し
両
面
形
ニ
五
色
之
差
物
入｣

と

頁
八
〜
一
〇

｢

縮
細
上
布
幅
壱
尺
六
寸
六
分
水
色
返
し
両
面
形
ニ
五
色
之
差
物
入｣

は
同
じ

｢

大
散
形
付｣

で
、
布
帛
素
材
が

｢

銅
板
齋｣

と

｢

縮
緬
上
布｣

と
異
な
る

が

｢

水
色
返
し｣

｢

両
面
形｣

｢

五
色
差
物
入｣

と
共
通
項
が
多
い
の
だ
が
、
正
延
紫

の
分
量
が

｢

銅
板
斉
〜｣

は

｢

壱
枚
八
分
三
リ｣

、｢

縮
細
上
布
〜｣

は

｢

弐
枚
壱
分

壱
リ｣

と
一
・
五
倍
ほ
ど
開
き
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
他
の
染
材
に
大
き
な
開
き
は

な
い
。

｢

縮
細
上
布
〜｣

と
頁
一
二
〜
一
五｢

上
布
水
色
返
し
両
面
形
ニ
五
色
之
差
物
入｣

も
同
じ
大
散
形
付
で
素
材
が

｢

縮
緬
上
布｣

と

｢

上
布｣

と
い
う
違
い
が
あ
る
が

｢

水
色
返
し｣
｢

両
面
形｣

｢

五
色
差
物
入｣

で
あ
る
。
こ
の
場
合
正
延
紫
は

｢

縮
細

上
布
〜｣

が

｢

弐
枚
壱
分
壱
リ｣

、｢

上
布
〜｣

が

｢

弐
枚
弐
分
四
リ｣

と
か
な
り
近

い
。
し
か
し
唐
朱
が

｢

縮
細
上
布
〜｣

は

｢

七
分
三
リ｣

、｢

上
布
〜｣

は

｢

壱
匁
壱

分
三
リ｣

と
や
は
り
大
き
く
開
き
が
あ
り
、
ま
た
、
和
藍
浪
も

｢

縮
細
上
布
〜｣

が

｢

七
分
三
リ｣

な
の
に
対
し

｢

上
布
〜｣

が

｢

壱
匁
壱
分
三
リ｣

と
大
き
く
開
き
が

あ
る
。
な
ぜ
布
帛
素
材
の
違
い
だ
け
で
こ
う
も
大
き
く
染
材
の
分
量
が
異
な
っ
て
く

る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
型
紙
の
大
き
さ
で
の
違
い
に
着
目
す
る
と
、
頁
五
〜
七

｢

銅
板
斉
水
色
返

し
両
面
形
ニ
五
色
之
差
物
入｣

と
頁
四
七
〜
四
九

｢

銅
板
斉
水
色
返
し
両
面
形
五
色

之
差
物
入｣

は

｢

大
散｣

と

｢

中
散｣

だ
が

｢

銅
板
齋｣

｢

水
色
返
し｣

｢

両
面
型｣

｢

五
色
之
差
物
入｣

と
共
通
項
が
多
い
。
染
材
は
正
延
紫
、
槐
花
、
水
粉
、
唐
朱
ま

で
分
量
に
わ
ず
か
な
差
し
か
な
い
。
し
か
し
、
和
藍
浪
が
大
散

｢

銅
板
斉
〜｣

は

｢

六
分
三
リ｣

な
の
に
対
し
中
散

｢

銅
板
斉
〜｣

は

｢

壱
分｣

と
大
型
の
方
が
小
型

の
六
倍
の
開
き
が
あ
る
。
素
材
も
、
大
散

｢

銅
板
斉
〜｣

に
は
石
黄
が
入
っ
て
い
る

が
中
散

｢

銅
板
斉
〜｣

に
は
な
く
、
そ
の
代
わ
り
大
散

｢

銅
板
斉
〜｣

に
は
な
い
丹

朱
が
入
っ
て
い
る
。
対
し
て
頁
一
五
〜
一
七

｢

木
綿
水
色
壱
方
形
ニ
手
加
染
五
色
之

差
物
入｣

と
頁
七
九
〜
八
一

｢

木
綿
水
色
手
加
染
壱
方
形
五
色
之
差
物
入｣

は
、

｢

大
散｣

｢

小
散｣

の
違
い
は
あ
る
が

｢

木
綿｣

｢

水
色

｣
｢

壱
方
形｣

｢

手
加
染｣

｢

五
色
之
差
物
入｣

と
共
通
項
が
多
い
。
染
材
は
槐
花
、
水
粉
、
唐
朱
、
和
藍
浪
、

加
治
木
墨
は
ほ
と
ん
ど
分
量
の
差
が
な
い
。
し
か
し
正
延
紫
が
大
散

｢

木
綿
〜｣

が

｢

七
分
八
リ｣

な
の
に
対
し
小
散

｢

木
綿
〜｣

は

｢

壱
枚
六
リ｣

と
小
さ
い
形
で
染

め
た
方
が
倍
以
上
も
多
い
分
量
に
な
っ
て
い
る
。

両
面
形
と
壱
方
形
と
の
比
較
で
は
、
頁
三
〜
五

｢

白
細
上
布
ふ
け
返
し
両
面
形
ニ

五
色
之
差
物
入｣

と
頁
二
〇
〜
二
二

｢

木
綿
ふ
け
返
し
壱
方
形
五
色
之
差
物
入｣

は

｢

大
散｣
で
、｢

白
細
上
布
〜｣

は

｢

白
細
上
布｣

、｢

木
綿
〜｣

は

｢

木
綿｣

と
布
帛

素
材
が
異
な
る
が

｢

ふ
け
返
し｣

｢

五
色
之
差
物
入｣

は
共
通
し
、｢

白
細
上
布
〜｣

は

｢

両
面
形｣

、｢
木
綿
〜｣

は

｢

壱
方
形｣

で
あ
る
が
、
材
料
の
分
量
が
細
か
い
点

ま
で
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
単
純
に
考
え
る
と
片
面
染
と
両
面
染
で
は
材
料
が
二
倍

(�)
－���－



違
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
あ
る
。

助
剤
に
つ
い
て
も
同
じ
く
、
型
紙
の
大
き
さ
、
布
帛
素
材
、
地
色
な
ど
の
条
件
の

違
い
に
よ
っ
て
細
か
く
材
料
の
分
量
が
変
え
ら
れ
て
い
る
が
、
一
定
の
計
算
式
は
容

易
に
は
読
み
取
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
材
料
が
片
面
染
は
両
面
染
の
半
分
の
分
量
で
あ
る
と
い
っ
た

よ
う
な
、
単
純
な
計
算
式
が
使
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
判
明

し
た
。
こ
れ
ら
材
料
の
分
量
を
決
定
づ
け
て
い
る
要
因
は
何
な
の
か
不
明
だ
が
、
今

後
類
似
す
る
史
料
と
の
比
較
に
よ
っ
て
情
報
が
積
み
重
な
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

�
�

�
�

�
�

�
	



�

�



�
�

本
史
料
に
記
載
さ
れ
る
色
名
は
三
七
例
。
こ
の
色
名
は
地
染
め
を
示
し
て
お
り
、

そ
の
内
訳
を
日
本
色
名
、
中
国
色
名
、
そ
の
他
で
分
類
し
、
表
４
に
ま
と
め
た
。
ま

と
め
る
に
あ
た
り
、｢

紅｣

な
ど
色
の
総
称
と
思
わ
れ
る
色
名
は
除
い
た
。
中
国
・

日
本
に
共
通
の
色
名
が
五
例
あ
り
、
そ
れ
は
日
本
色
名
に
含
め
た
が
、
そ
れ
を
抜
い

て
も
一
九
例
は
日
本
の
伝
統
的
な
色
名
で
あ
り
、
一
七
〇
〇
年
代
に
お
け
る
紅
型
の

作
業
で
は
日
本
色
名
が
多
く
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

(

表
４)

史
料
所
載
の
色
名

－
日
本
色
名
・
中
国
色
名
・
そ
の
他

(
註
��)

｢

ふ
け｣

｢

ふ
く｣
｢

呉
染｣

｢

き
ゝ
ん｣

｢

阿
き
ふ｣

｢

棕
梠
色｣

｢

倍
染｣

は
日
本

色
名
、
中
国
色
名
の
い
ず
れ
に
も
該
当
例
が
み
あ
た
ら
な
い
。｢

ふ
け｣

は｢

ぶ
き｣

、

｢

ふ
く｣

は

｢

ひ
ぐ｣

の
こ
と
で

(

淡
紅
色
か
／
註
��)

、
こ
の
色
名
は
、
現
在
も
、
紅
型

で
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た

｢

呉
染｣

は
色
名
で
は
な
く
、
色
止
め
の
た
め
、
大
豆
を

溶
い
た
呉
汁
を
引
く
こ
と
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る

(

註
��)

が
、
久
米
島
紬
の
伝
統

的
染
法
と
し
て
、
ユ
ウ
ナ
の
炭
と
呉
汁
で
灰
色
を
得
る
方
法

(｢

グ
ー
ズ
ミ｣)

(

註
��)

が
あ
り
、
灰
色
を
示
す
と
も
考
え
ら
れ
る
。
日
本
色
名
に
は
炭
を
水
で
濾
し
て
染
め

る
灰
汁
色

(

あ
く
い
ろ
／
灰
色
／
註
��)

が
あ
り
、
そ
れ
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
る
。

｢

倍
染｣

は
、
五
倍
子
で
染
め
る

｢

付
子
染｣

(

註
��)

な
ど
の
黒
染
を
意
味
す
る
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
れ
以
上
の
補
足
材
料
が
な
い
た
め
、
不
明
と
し
た
。
ま
た
、｢

棕
梠

色｣

に
つ
い
て
は
、
久
米
島
吉
濱
家
文
書
の｢

貢
布
カ
ナ
入
目(

仮)｣

に｢

赤
す
々

竹
ノ
コ
ト｣

と
記
さ
れ
て
お
り

(

註
��)

、
赤
味
の
焦
茶
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

｢

阿
き
ふ｣

｢

き
ゝ
ん｣

は
何
色
を
示
す
の
か
、
ま
た
日
本
、
中
国
、
琉
球
の
い
ず
れ

の
色
名
か
不
明
で
あ
る
。

中
国
色
名
の

｢

老
米
色｣

は
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
報
告

(

註
��)

に
よ
る
と
、

朱
と
臙
脂
で
染
め
る
赤
系
統
の
色
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
で
は

｢

米
色｣

は
薄
い

黄
色
を
示
し
て
お
り
、
本
来
の

｢

老
米
色｣

は
そ
れ
を
渋
く
し
た
色
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
い
つ
の
時
点
で
赤
系
統
を
示
す
色
名
と
変
わ
っ
た
の
か
分
か

ら
ず
、
史
料
の
示
す
色
が
赤
系
統
か
黄
系
統
か
判
断
が
難
し
い
。｢

深
玉
色｣

｢

玉
色｣

は
、
青
玉
色
の
こ
と
で
あ
り
、
淡
い
青
色
を
示
す
。
詳
細
は
、
池
宮
正
治
が
解
説
し

て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い

(

註
�	)

本
来
、
玉
色
は
緑
味
の
白
で
あ
る
が

(

註
��)

、
琉
球
に
お
い
て
淡
い
青
色
に
と
解
釈
が
変
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。｢

深
玉
色｣

は

｢

玉
色｣

よ
り
さ
ら
に
濃
い
青
を
意
味
す
る
。
当
館
所
蔵
の
重
文

｢

勅
諭｣

に
は

明
孝
宗
よ
り
中
山
王
へ

｢

羅

玉
色
二
匹｣

が
贈
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。｢

月
白｣

は
、
白
に
近
い
水
色
の
こ
と
で
あ
る
。｢

天

青
色｣
は

『

天
工
開
物』

(

註
��)

の
染
法
か
ら
、｢

水
色｣

と
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、

『

中
國
服
装
色
彩
史
論』

(

註
��)

で
は

｢

天
青
・
紺｣

の
色
相
に
つ
い
て

｢

青
紫
色｣

と
濃
紺
を
示
し
て
お
り
、
ま
た
、
鎌
倉
芳
太
郎
の
ノ
ー
ト
に
も

｢

赤
味
ア
ル
黒
色
ナ

リ｣
(

註
��)

と
記
さ
れ
て
い
る
。｢

豆
色｣

に
つ
い
て
は
、
芹
澤
と
同
時
期

(

昭
和
一

四
年)

に
調
査
を
行
っ
た
岡
村
吉
右
衛
門
が

｢

緑
に
胡
粉
を
混
ぜ
た
色｣

、｢

藍
蝋
に

(�)
－�
�－

赤
染
・
柿
色

紺
・
藍
・
浅
地
・

阿
さ
き
・
水
色
・

鶯
・
青
染
・
若
葉

色唐
茶
・
茶
色
・
土

器
色
・
く
り
梅
・

梅
染
・
紺
紫

本
吉
岡
・
吉
岡
・

鼠
色
・
ね
つ
み
・

赤
鼠
色

日
本
の
伝
統
色
名

日
本
色
名

紫
・
ふ
た
う
色
・
黄
色
・

香
染
・
沈
香
色

中
国
と
共
通
す
る
色
名

老
米
色
・
深

玉
色
・
玉
色
・

月
白
・
天
青

色
・
豆
色

中
国
色
名

ふ
け
・
福
く
・

呉
染

き
ゝ
ん
・
阿

き
ふ

棕
梠
色
・
倍

染
・

そ
の
他

青
系
統



胡
粉
を
混
ぜ
た
色
に
福
木
か
槐
花
で
染
め
た
色｣

と
記
し
、｢

黄
緑
色｣

と
報
告
し

て
い
る

(

註
９)

。『

天
工
開
物』

や

『

中
國
服
装
色
彩
史
論』

に
は
黄
緑
色
を
指
す

｢
豆
緑｣

が
あ
り
、
こ
の
色
名
の
緑
が
抜
け
て

｢

豆
色｣

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

(

註
��)
色
名
の
分
類
に
当
た
っ
て
は
下
記
文
献
を
参
考
に
し
た
。

①
長
崎
盛
輝

『

日
本
の
傳
統
色』

京
都
書
院

一
九
九
六
年

②
吉
岡
幸
雄

『

日
本
の
色
辞
典』

紫
紅
社

二
〇
〇
〇
年

③
丸
山
伸
彦
編

『

日
本
史
色
彩
事
典』

吉
川
弘
文
館

二
〇
一
二
年

④
宋
應
星
撰
・
藪
内
清
訳
注

『

天
工
開
物』

平
凡
社
一
九
六
九
年

⑤
頁
一
四
五�

一
五
九

李
應
強

『

中
國
服
装
色
彩
史
論』

南
天
書
局
有
限
公
司

民
國
八
二

(

一
九
九
三)
年

(

註
��)

頁
四
二
渡
名
喜
明

｢

紅
型
の
型
置
き
か
ら
仕
上
げ
ま
で�

城
間
栄
喜
ノ
ー
ト
を
も

と
に
し
て

(

そ
の
二)

�｣
『

沖
縄
県
立
博
物
館
紀
要
第
五
号』

沖
縄
県
立
博
物
館

一
九
七
九
年

頁
三
九
屋
富
祖
幸
子

『

琉
球
び
ん
が
た
一
染』
一
染

二
〇
一
〇
年

頁
六
四
七

『

鎌
倉
芳
太
郎
資
料
集

(

ノ
ー
ト
編)
題
一
巻

美
術
・
工
芸』

沖
縄

県
立
芸
術
大
学

二
〇
〇
四
年

頁
三
〇
芹
澤�

介

『

琉
球
の
形
附』

日
本
民
藝
協
会

昭
和
一
八
年

＊｢

ブ
キ｣

に
つ
い
て
、
城
間
は｢
｢

ヒ
グ｣

の
色
を
淡
く
し
た
も
の｣
と
述
べ
て
い
る
が
、

屋
富
祖
は

｢

ヒ
グ｣

よ
り
濃
い
色
味
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
鎌
倉
は

｢

赤
ノ
黒
味
ア
ル
モ

ノ｣

と
聞
き
取
り
し
て
い
る
が
、
芹
沢
は

｢

と
き
色
地｣

と
城
間
と
同
様
の
淡
紅
色
を
指
し

て
お
り
、
紺
屋
に
よ
っ
て
色
の
解
釈
が
異
な
っ
て
い
た
の
か
、
時
代
的
な
変
容
な
の
か
よ
く

わ
か
ら
な
い
。

(

註
��)

現
在
行
わ
れ
る
紅
型
の
制
作
工
程
で
、
糊
置
き
作
業
の
後
に
色
の
滲
み
防
止
の
た

め
に
呉
汁
を
引
く
。(

頁
四
一
渡
名
喜

｢

紅
型
の
型
置
き
か
ら
仕
上
げ
ま
で�

城
間

栄
喜
ノ
ー
ト
を
も
と
に
し
て

(

そ
の
二)

�｣
『

沖
縄
県
立
博
物
館
紀
要
第
五
号』

沖
縄
県
立
博
物
館

一
九
七
九
年)

(

註
��)

頁
四
二
、
八
四

『

平
成
十
年
度

｢

久
米
島
紬｣

保
存
伝
承
総
合
支
援
事
業

｢

久
米

島
紬
〜
あ
ゆ
み
と
わ
ざ
〜』

沖
縄
県
仲
里
村
教
育
委
員
会

一
九
九
九
年

(

註
��)

頁
一
八
〇
長
崎
盛
輝

｢

一
〇
三
灰
汁
色｣

『

日
本
の
傳
統
色』

(

註
��)

頁
二
〇
八
與
那
嶺
・
山
田

｢

吉
濱
家
文
書

｢

紬
関
係
資
料｣

よ
り
紬
関
係
資
料
九

題｣
『

沖
縄
県
立
博
物
館
紀
要
二
六
号』

沖
縄
県
立
博
物
館

二
〇
〇
〇
年

(

註
�	)

頁
七
三
二
、
七
三
四

『

鎌
倉
芳
太
郎
資
料
集

(

ノ
ー
ト
編)

題
一
巻

美
術
・
工

芸』

沖
縄
県
立
芸
術
大
学

二
〇
〇
四
年

頁
二
九
芹
澤�

介

『

琉
球
の
形
附』

日
本
民
藝
協
会

昭
和
一
八
年

(

一
九
四
三

年)

(

註
�
)

頁
九
四�

九
六
池
宮
正
治

『

沖
縄
こ
と
ば
の
散
歩
道』

ひ
る
ぎ
社

一
九
九
三
年

(

註
��)

頁
五
岡
村
吉
右
衛
門

『

琉
球
古
紅
型

上』

有
秀
堂

昭
和
四
二
年

ま
た
、
本
史
料
に
記
載
さ
れ
る
色
名
が
、
紅
型
の
作
業
で
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て

き
た
の
か
を
、
表
５
で
ま
と
め
、
文
末
に
示
し
た
。
中
国
色
名
は
戦
後
、
使
わ
れ
て

お
ら
ず
、
赤
、
茶
、
緑
、
黒
灰
色
系
統
に
み
ら
れ
る
日
本
色
名
の
多
く
が
、
時
代
の

経
過
と
と
も
に
使
わ
れ
な
く
な
る
様
子
が
み
て
と
れ
る
。

�
�

�
�

�

｢

ふ
け

(

ぶ
き)｣

｢

ふ
く

(

ひ
ぐ)｣

は
、
今
も
紅
型
の
特
徴
的
な
色
名
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
が
、
現
在
そ
の
色
味
の
解
釈
は
工
房
に
よ
っ
て
異
な
る
。｢

老
米
色｣

は
戦
後
、
使
わ
れ
な
く
な
る
。
赤
・
赤
ね

(

あ
か
ね)

、
柿
色
は
大
正
期
か
ら
使
わ

れ
ず
、
戦
後
は
、
緋
色

(

フ
ィ
ー
イ
ル)

が
赤
を
総
称
す
る
。｢

花
色｣

は
大
正
期

の
報
告
か
ら
赤
系
統
の
色
名
と
し
て
登
場
し
、
戦
後
も
一
部
で
使
わ
れ
て
い
る
。

�
�

�
�

�

近
世
に
み
ら
れ
た
茶
系
統
の
色
名
の
多
く
は
、
大
正
〜
昭
和
初
期
に
か
け
て
二
例

を
残
す
の
み
と
な
る
。
王
国
時
代
末
期
の
紅
型
衣
裳
に
は
茶
系
統
の
地
色
を
染
め
る

作
例
は
殆
ど
み
ら
れ
な
い

(

註
��)

。
土
器
色
は
黄
味
が
か
っ
た
薄
い
茶
色
で
あ
り
、

黄
系
統
と
判
断
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
近
年
は
、
和
服
の
需
要
に
合
わ
せ
、

茶
系
統
を
地
染
め
す
る
例
が
増
え
て
き
て
い
る

(

註
��)

。

�
�

�
�

�

｢

黄
色｣
は｢

チ
ー
ル
・
チ
イ
イ
ル｣

と
呼
ば
れ
、
今
も
そ
の
色
名
が
使
わ
れ
る
。

｢

金
黄

(

チ
ン
オ
ウ)｣

は
、
中
国
色
名

(

註
��)

だ
が
、
近
世
の
記
録
で
あ
る
本
史
料

や

『

納
殿
染
賃
例』

(
註
��)

に
は
見
ら
れ
な
い
。

(�)
－���－
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他
の
色
と
同
様
に
、｢

鶯｣
｢

み
ろ
茶｣

｢

あ
い
ミ
ろ
茶｣

な
ど
の
日
本
色
名
は
、

大
正
期
以
降
使
わ
れ
な
く
な
り
、
中
国
色
名
と
思
わ
れ
る

｢

豆
色｣

も
戦
後
は
み
ら

れ
な
い
。｢

オ
ー
サ
・
オ
ー
エ
ー
ジ｣

は
緑
を
表
す
色
名
と
し
て
今
も
使
わ
れ
て
お

り
、
史
料
の

｢

青｣

は
そ
れ
に
当
た
る
。

�
�

�
�

�

｢

月
白｣

｢
玉
色｣

｢

深
玉
色｣

｢

天
青
色｣

の
中
国
色
名
は
、
紅
型
の
染
色
の
作

業
で
は
、
昭
和
初
期
に
は
使
わ
れ
な
く
な
る
。
今
も
使
わ
れ
て
い
る

｢

ミ
ジ
イ
ル｣

｢

ア
サ
ジ｣

｢

ク
ン
ジ｣
は
、
琉
球
呼
称
で
も
あ
る
が
、
伝
統
的
な
青
系
統
の
日
本
色

名
で
も
あ
る
。
合
成
顔
料
、
群
青
の
利
用
に
伴
い
、｢

グ
ン
ジ
ョ
ウ｣

と
い
う
新
し

い
色
名
が
近
年
登
場
し
て
く
る
。
な
お
、
青
系
統
の
色
名
は
各
紺
屋
或
い
は
工
房
で

異
な
り
、
そ
の
差
異
が
表
５
の
青
系
統
項
目
の
多
さ
を
示
し
て
い
る
。

�
�

�
�

�

紫
系
統
で
は
、
王
国
時
代
の
色
名

｢

紫｣
｢

葡
萄
色｣

｢

若
紫｣

｢

桔
梗｣

な
ど
が

今
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、
工
房
に
よ
っ
て
使
う
色
名
が
異
な
る
様
子
も
表
５
に
み
ら

れ
る
。

�
	



�

�
�
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黒
を
示
す

｢

吉
岡｣

｢

棕
梠
色｣

や
灰
色
系
統
の

｢

鼠｣
｢

呉
染｣

｢

赤
鼠
色｣

の

色
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
昭
和
初
期
に
は｢

黒(

ク
ル
ー)｣

、｢

灰
色(
フ
ェ
ー
イ
ル)｣

へ
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
く
。
王
国
末
期
か
ら
明
治
・
大
正
期
に
染
め
ら
れ
た
紅
型
に

は
、
黒
を
地
染
め
す
る
作
品
は
殆
ど
残
っ
て
お
ら
ず
、
一
例
を
確
認
す
る
の
み
で
あ

る

(

註
��)

。

(

註
��)

『

紅
型

琉
球
王
朝
の
い
ろ
と
か
た
ち』

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館

二
〇
一
二
年

(

註
��)

図
版
一
一
、
三
八
、
四
四
、
四
六
、
四
七

『

玉
那
覇
有
公

｢

紅
型｣

』

沖
縄
タ
イ

ム
ス
社

一
九
九
六
年

(

註
��)

宮
里
正
子

｢

納
殿
染
賃
例｣

『

那
覇
市
歴
史
博
物
館
紀
要

第
１
号』

那
覇
市
歴
史

博
物
館

二
〇
〇
九
年

(

註
��)

頁
一
七
四�

一
七
七

図
版

(

深
地
紅
型
鎖
大
模
様
霞
枝
垂
桜
蝶
菊
籬
文)

『

琉
球

紅
型』

青
幻
社

二
〇
〇
五
年

(	�)
－	�	－
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(表５) 色名の変遷 ●は地色 ○は模様の色 ◎色染（イロゾメ）

色名 年代・史料 琉球王国時代（1793年） 戦前（大正～昭和初期） 戦後
①（本史料） ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

赤
系
統

赤染・赤地 ● ● ○ ● ●
赤袮・緋 ● ● ○ ●○ ○
紅色 ○
ふけ・ぶき ● ● ○ ● ●○ ○ ○
ふく・ヒグ ● ○ ○ ○ ○ ○
桜色 ○
藤赤染 ●
老米色 ● ◎ ● ●
柿色・かき ● ●
橙色 ○
ウチバ（落葉） ○
クチバ（朽葉） ○ ○
かは色 ●
ハナイルジ・花色 ● ● ● ●

茶
・
黄
系
統

香染・香色 ● ●
茶色・チャーイル ● ● ◎ ○
土器色・トチイル・じゅちいる・ ● ◎ ● ●○
唐茶・から茶 ● ●
沈香色 ● ◎
古銅色 ◎
くり梅 ● ●
梅染 ● ● ○
すゝ竹 ● ◎
棕梠色 ●
とひ色 ●
ひわだ ●
黄色・チイイルー ● ● ● ● ● ●○ ○
おこん（うこん） ●
チンオウ・金黄 ◎ ● ● ● ○

緑
系
統

青染・オーサ ● ● ● ○ ●○ ○
をーゑーぢ ● ○ ●
豆色・めみいるじ ● ● ●
鶯 ● ●○
若葉 ●
みろ茶 ●
あいミろ茶 ●

青
系
統

月白 ●
玉色 ● ● ◎ ●
深玉色 ● ● ●
天青色・テンツァン ● ● ◎
すらいるじ・空色地 ● ●
ミーヂ・ウスミーヂ ● ● ●○
水色・ミジイル ● ● ● ●○ ●○ ○
浅地・阿さき・アサジー ● ● ● ● ● ●
フカジー ● ○
藍・ゑーじ ● ● ● ●
ウスイェー ○
紺・紺地 ● ● ● ● ● ●
紺ひらう ●
紺紫 ●
グンジョー・紺青 ●○ ○

紫
系
統

紫・ムラサチ ● ● ○ ● ●○ ●○ ○
ふたう色・ブドーイル ● ● ● ●○ ●
アカムラサキ ○
ワカムラサチ ○ ●○ ○
藤色 ●
桔梗・チチョー ● ○ ●○ ●○ ○

黒
・
灰
系
統

本吉岡・吉岡 ● ●
くろ・クルー ● ○ ● ○ ○ ○
ひんろうし ●
モウツァン ◎
フェーイル（灰色） ◎ ● ●○ ●○ ○
アカフェーイル（赤灰色） ◎
鼠色・ねつみ ● ●
呉染 ●
赤鼠色 ●

本図の作成にあたり、下記資料を参照した。
①本史料：国宝 尚家文書『散形付并似例』（1793年）
②史料②：国宝 尚家文書『納殿染賃例』（1793年）
③鎌倉芳太郎：『鎌倉芳太郎資料集（ノート編）第一巻 美術・工芸』沖縄県立芸術大学 2004年（大正10～昭和12年）
④芹澤�介：『琉球の形附』日本民藝協会 昭和18年（昭和14年調査）
⑤岡村吉右衛星門：『琉球古紅型 上』有秀堂 昭和42年（昭和14年～ 調査）
⑥城間榮喜：渡名喜明「紅型の型置きから仕上げまで－城間栄喜ノートをもとにして（その２）－」『沖縄県立博物館紀要 第5号』沖縄県立博物館 1979年
⑦屋富祖幸子：『琉球びんがた一染』一染 2010
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散
形
付
并
似
例

頁
一
…
…
…
…

乾
隆
五
拾
八
年
癸
丑
三
月

散
形
付
并
似
例

大
美
御
殿

頁
二
…
…
…
…

乾
隆
五
拾
八
年
癸
丑
三
月か

ん
定
御
物

散
形
付
并
似
例

大
美
御
殿

頁
三
…
…
…
…

大
散
形
付
壱
尋
例

白
細
上
布
ふ
け
返
し
両
面
形
ニ

五
色
之
差
物
入

一

正
延
紫
壱
枚
弐
分
八
リ
差
渡
七
寸
完

一

唐
朱
九
分
三
リ

一

槐
花
七
分
四
リ

一

和
藍
浪
壱
分
四
リ

頁
四
…
…
…
…

一

水
粉
弐
分
弐
リ

一

明
は
ん
壱
匁
四
分
八
リ

一

加
治
木
墨
弐
分
九
リ

一

炭
壱
斤
四
合
八
勺
八
才

一

白
太
豆
壱
合
先

一

餅
米
三
合
壱
勺
弐
才
先

一

紺
屋
細
工
壱
人
五
分
六
リ

頁
五
…
…
…
…

外

一

地
染
賃
ふ
け
染
之
例

一

黏
米
引
日
用
例

銅
板
斉
水
色
返
し
両
面
形
ニ
五
色

之
差
物
入

一

正
延
紫
壱
枚
八
分
三
リ
差
渡
七
寸
完

一

槐
花
壱
匁
八
分
壱
リ

頁
六
…
…
…
…

一

和
藍
浪
六
分
三
リ

一

水
粉
六
分
弐
リ

一

麦
芽
壱
匁
弐
合
四
リ

一

石
黄
三
分
壱
リ

一

唐
朱
七
分
三
リ

一

明
は
ん
壱
匁
弐
分
壱
リ

一

加
治
木
墨
六
分
弐
リ

頁
七
…
…
…
…

一

炭
壱
斤
弐
合
四
勺
三
才

一

白
大
豆
六
勺
弐
才
先

一

餅
米
三
合
壱
勺
弐
才
先

一

紺
屋
細
工
壱
人
三
分
九
リ

外

一

地
染
賃
水
色
之
例
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一

黏
米
引
日
用
例

頁
八
…
…
…
…

縮
細
上
布
幅
壱
尺
六
寸
六
分
水
色
返
し

両
面
形
ニ
五
色
之
差
物
入

一

正
延
紫
弐
枚
壱
分
壱
リ
差
渡
七
寸
完

一

槐
花
壱
匁
四
分
七
リ

一

和
藍
浪
七
分
三
リ

一

水
粉
七
分
三
リ

一

石
黄
弐
分
壱
リ

頁
九
…
…
…
…

一

唐
朱
七
分
三
リ

一

明
は
ん
弐
匁
六
リ

一

加
治
木
墨
七
分
三
リ

一

白
太
豆
七
勺
三
才
先

一

餅
米
三
合
八
勺
壱
才
先

一

炭
三
斤
四
合
七
勺

一

紺
屋
細
工
壱
人
七
分
六
リ

頁
一
〇
…
…
…
…外

一
地
染
賃
水
色
染
之
例

一
黏
米
引
日
用
例

永
春
斉
幅
壱
尺
月
白
返
し
両
面
形

五
色
之
差
物
入

一

正
延
紫
壱
枚
三
分
差
渡
七
寸
完

一

槐
花
五
分
五
リ

頁
一
一
…
…
…
…

一

和
藍
浪
壱
匁
壱
分
壱
リ

一

水
粉
壱
分
六
リ

一

唐
朱
弐
分

一

明
は
ん
壱
匁
壱
分
壱
リ

一

加
治
木
墨
弐
分
弐
リ

一

白
大
豆
四
勺
七
才
先

一

餅
米
弐
合
三
勺
五
才
先

頁
一
二
…
…
…
…

一

炭
九
合
六
勺
壱
才

一

紺
屋
細
工
壱
人
六
リ

外
一

地
染
賃
水
色
染
之
例

一

黏
米
引
日
用
例

上
布
水
色
返
し
両
面
形
ニ
五
色
之
差
物
入

一

正
延
紫
弐
枚
弐
分
四
リ
差
渡
七
寸
完

頁
一
三
…
…
…
…

一

槐
花
壱
勺
五
分
七
リ

一

和
藍
浪
壱
匁
壱
分
三
リ

一

水
粉
七
分
八
リ

一

麦
芽
壱
匁
五
分
九
リ

一

石
黄
三
分
九
リ

一

唐
朱
壱
匁
壱
分
三
リ

一

明
は
ん
壱
匁
八
分
五
リ

頁
一
四
…
…
…
…

一

加
治
木
墨
七
分
八
リ

(��)
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一

白
大
豆
七
勺
先

一

餅
米
三
合
九
勺
三
才
先

一

炭
壱
斤
五
合
九
勺
六
リ

一

紺
屋
細
工
壱
人
六
分
八
リ

外

一

地
染
賃
浅
地
染
之
例

頁
一
五
…
…
…
…

一

黏
米
引
日
用
例

木
綿
水
色
壱
方
形
ニ
手
加
染
五
色
之

差
物
入

一

正
延
紫
七
分
八
リ
差
渡
七
寸
完

一

槐
花
七
分
九
リ

一

和
藍
浪
壱
分
五
リ

一

明
は
ん
七
分
九
リ

頁
一
六
…
…
…
…

一

水
粉
七
分
九
リ

一

唐
朱
七
分
九
リ

一

加
治
木
墨
三
分

一

炭
七
合
八
勺

一

餅
米
七
勺
五
才
先

一

白
大
豆
四
勺
五
才
先

一

紺
屋
細
工
九
分

頁
一
七
…
…
…
…外

一

地
染
賃
浅
地
染
之
例

一

黏
米
引
日
用
例

木
綿
柿
色
返
し
壱
方
形
五
色

之
差
物
入

一

正
延
紫
壱
枚
五
分
六
リ
差
渡
七
寸
完

一

槐
花
四
匁
壱
分
六
リ

頁
一
八
…
…
…
…

一

水
粉
壱
匁
四
リ

一

唐
朱
八
分
三
リ

一

和
藍
浪
壱
匁
五
分
六
リ

一

明
は
ん
三
匁
壹
分
弐
リ

一

丹
朱
三
匁
三
分
弐
リ

一

石
黄
三
分
壱
リ

一

五
倍
子
四
匁
三
合
六
リ

頁
一
九
…
…
…
…

一

�
凡
三
匁
壱
分
弐
リ

一

と
き
ゝ
四
匁
壱
分
六
リ

一

炭
壱
升
五
合
六
勺
弐
リ

一

加
治
木
墨
五
挺
弐
分

一

白
大
豆
壱
合
四
才
完

一

餅
米
弐
合
八
匁
完

一

紺
屋
細
工
壱
人
五
分
六
リ

頁
二
〇
…
…
…
…

外

一

黏
米
引
日
用
例

木
綿
ふ
け
返
し
壱
方
形
五
色

之
差
物
入

一

正
延
紫
壱
枚
五
分
三
リ
差
渡
七
寸
完
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一

槐
花
四
分
四
リ

一

水
粉
壱
匁
弐
分
弐
リ

頁
二
一
…
…
…
…

一

唐
朱
九
分
三
リ

一

和
藍
浪
四
分
九
リ

一

明
ば
ん
壱
匁
五
分
弐
リ

一

石
黄
弐
分
四
リ

一

加
治
木
墨
壱
挺
弐
分
六
リ

一

白
大
豆
壱
合
壱
勺
先

一

餅
米
弐
合
三
勺
五
才
先

頁
二
二
…
…
…
…

一

炭
九
合
四
勺
壱
才

一

紺
屋
細
工
壱
人
五
分
九
リ

外

一

地
染
賃
ふ
け
染
之
例

一

黏
米
引
日
用
例

木
綿
浅
地
返
し
壱
方
形
ニ
五
色

之
差
物
入

頁
二
三
…
…
…
…

一

正
延
紫
壱
枚
三
分
差
渡
七
寸
完

一

槐
花
七
分
六
リ

一

水
粉
八
分
九
リ

一

唐
朱
八
分

一

和
藍
浪
弐
分

一

明
は
ん
壱
匁
弐
分
九
リ

一

加
治
木
墨
壱
挺
八
リ

頁
二
四
…
…
…
…

一

白
大
豆
九
勺
三
才
先

一

餅
米
弐
合
先

一

た
ん
八
合

一

紺
屋
細
工
壱
人
弐
分
九
リ

外

一

地
染
賃
浅
地
染
之
例

一

黏
米
引
日
用
例

頁
二
五
…
…
…
…

木
綿
鶯
返
し
壱
方
形
ニ
五
色

之
差
物
入

一

正
延
紫
壱
枚
三
分
差
渡
七
寸
完

一

槐
花
三
分
七
リ

一

水
粉
八
リ

一

唐
朱
七
分
九
リ

一

和
藍
浪
六
分
七
リ

頁
二
六
…
…
…
…

一

明
礬
壱
匁
弐
分
九
リ

一

加
治
木
墨
壱
挺
七
リ

一

た
ん
八
合

一

白
大
豆
九
勺
三
才
先

一

餅
米
弐
合
完

一

紺
屋
細
工
壱
人
三
分
五
リ

外

頁
二
七
…
…
…
…

一

黏
米
引
日
用
例

(��)
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木
綿
お
こ
ん
地
返
し
壱
方
形
ニ

五
色
之
差
物
入

一

正
延
紫
壱
枚
五
分
五
リ
差
渡
七
寸
完

一

槐
花
三
匁
三
分

一

水
粉
九
分

一

唐
朱
八
分

頁
二
八
…
…
…
…

一

和
藍
浪
三
分

一

明
は
ん
壱
匁
三
分

一

加
治
木
墨
壱
挺
九
リ

一

白
大
豆
九
勺
三
才
先

一

餅
米
弐
合
先

一

た
ん
八
合

一

紺
屋
細
工
壱
人
三
分

頁
二
九
…
…
…
…外

一

黏
米
引
日
用
例

木
綿
土
器
色
返
し
壱
方
形
五
色

之
差
物
入

一

正
延
紫
壱
枚
三
分
差
渡
七
寸
完

一

槐
花
三
分
八
リ

一

水
粉
九
分

頁
三
〇
…
…
…
…

一

唐
朱
八
分

一

和
藍
浪
六
分
七
リ

一

明
礬
壱
匁
弐
分
三
リ

一

加
治
木
墨
壱
丁
八
リ

一

白
大
豆
九
勺
四
才
先

一

餅
米
弐
合
先

一

た
ん
八
合

頁
三
一
…
…
…
…

一

紺
屋
細
工
壱
人
三
分
六
リ

外

一

地
染
賃
黄
染
之
例

一

黏
米
引
日
用
例

木
綿
ふ
た
う
色
返
し
壱
方
形

五
色
之
差
物
入

一

正
延
紫
弐
枚
差
渡
七
寸
完

頁
三
二
…
…
…
…

一

槐
花
三
匁
五
分
九
リ

一

水
粉
七
分
弐
リ

一

唐
朱
七
分
弐
リ

一

和
藍
浪
七
分
弐
リ

一

明
は
ん
三
匁
五
分
九
リ

一

白
大
豆
壱
合
四
才
先

一

餅
米
弐
合
三
勺
七
才
先

頁
三
三
…
…
…
…

一

炭
壱
斤
六
合
五
勺
弐
才

一

紺
屋
細
工
壱
人
七
分
九
リ

外

一

地
染
賃
本
よ
し
お
か
染
并
ふ
け
染
例

一

黏
米
引
日
用
例

(��)
－���－



白
紗
綾
ふ
け
返
し
壱
方
形
三
色

之
差
物
入

頁
三
四
…
…
…
…

一

正
延
紫
壱
枚
五
分
四
匁
差
渡
七
寸
完

一

槐
花
五
分
九
リ

一

水
粉
四
分
七
リ

一

唐
朱
八
分
三
リ

一

和
藍
浪
五
分
九
リ

一

明
は
ん
壱
匁
七
分
七
リ

一

加
治
木
墨
三
分
六
リ

頁
三
五
…
…
…
…

一

白
大
豆
五
勺
九
才
先

一

餅
米
弐
合
九
勺
六
才
先

一

炭
九
合
四
勺
七
才

一

紺
屋
細
工
壱
人
六
分
三
リ

外

一

地
染
賃
ふ
け
染
之
例

一

黏
米
引
日
用
例

頁
三
六
…
…
…
…

木
綿
茶
色
返
し
壱
方
形
五
色
之

差
物
入

一

正
延
紫
壱
枚
五
分
六
リ
差
渡
七
寸
完

一

槐
花
七
分
六
リ

一

和
藍
浪
弐
分

一

水
粉
七
分
九
リ

一

唐
朱
八
分

頁
三
七
…
…
…
…

一

明
は
ん
壱
匁
弐
分
九
リ

一

加
治
木
墨
壱
挺

一

炭
八
合

一

白
大
豆
九
勺
三
才
先

一

餅
米
弐
合
先

一

紺
屋
細
工
壱
人
弐
分
九
リ

外

頁
三
八
…
…
…
…

一

地
染
賃
浅
地
染
并
黄
染
之
例

一

黏
米
引
日
用
例

頁
三
九
―
四
二

(

白
紙
（
鎖
印
有
り))

頁
四
三
…
…
…
…

中
散
形
付
壱
尋
例

銅
板
斉
玉
色
返
し
両
面
形
五
色

之
差
物
入

一

正
延
紫
壱
枚
七
分
七
リ
差
渡
七
寸
完

一

槐
花
壱
匁
九
分

一

和
藍
浪
壱
分

一

唐
朱
六
分
三
リ

頁
四
四
…
…
…
…

一

水
粉
六
分
九
リ

一

明
は
ん
壱
匁
九
リ

一

丹
朱
壱
匁
弐
分
九
リ

一

加
治
木
墨
六
分
三
リ
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一

白
大
豆
六
勺
三
才
先

一

餅
米
三
合
壱
勺
先

一

炭
壱
斤
弐
合

頁
四
五
…
…
…
…

一

紺
屋
細
工
壱
人
三
分
九
リ

外

一

地
染
賃
玉
色
染
之
例

一

黏
米
引
日
用
例

銅
板
斉
白
地
紺
両
面
形
ニ
弐
色
之

差
物
入

一

正
延
紫
三
分
八
リ
差
渡
七
寸
完

頁
四
六
…
…
…
…

一

和
藍
浪
七
リ

一

明
は
ん
弐
分
五
リ

一

白
大
豆
七
才
先

一

餅
米
壱
合
四
勺
弐
才
先

一

紺
屋
細
工
五
分
壱
リ

外

一

地
染
賃
紺
染
之
例

頁
四
七
…
…
…
…

一

黏
米
引
日
用
例

銅
板
斉
水
色
返
し
両
面
形
五
色

之
差
物
入

一

正
延
紫
壱
枚
七
分
七
リ
差
渡
七
寸
完

一

槐
花
壱
匁
九
分
壱
リ

一

和
藍
浪
壱
分

一

唐
朱
六
分
三
リ

頁
四
八
…
…
…
…

一

水
粉
七
分

一

明
は
ん
壱
匁
九
分
壱
リ

一

丹
朱
壱
匁
三
分

一

加
治
木
墨
六
分
三
リ

一

白
大
豆
六
勺
三
才
先

一

餅
米
三
合
九
才
先

一

炭
壱
升
弐
合

頁
四
九
…
…
…
…

一

紺
屋
細
工
壱
人
三
分
八
リ

外

一

地
染
賃
浅
地
染
之
例

一

黏
米
引
日
用
例

白
縮
緬
月
白
返
し
両
面
形
ニ

五
色
之
差
物
入

一

正
延
紫
壱
枚
三
分
差
渡
七
才
完

頁
五
〇
…
…
…
…

一

槐
花
七
分
六
リ

一

和
藍
浪
弐
分

一

唐
朱
八
分

一

水
粉
九
分

一

明
は
ん
壱
匁
三
分
弐
リ

一

丹
朱
壱
匁

一

加
治
木
墨
壱
挺
八
リ

(��)
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頁
五
一
…
…
…
…

一

白
大
豆
九
勺
四
才
先

一

餅
米
弐
合
先

一

炭
七
合

一

紺
屋
細
工
壱
人
三
分
弐
リ

一

銭
六
百
文

月
白
返
し
表
染
ニ
入

外

裏
染
ニ
入

同

一

地
染
賃
紺
壱
方
形
之
例

頁
五
二
…
…
…
…

一

黏
米
引
日
用
例

木
綿
浅
地
返
し
壱
方
形
五
色
之
差
物
入

一

正
延
紫
壱
枚
三
分
差
渡
七
寸
完

一

槐
花
八
分
六
リ

一

和
藍
浪
弐
分

一

唐
朱
八
分

一

丹
朱
壱
匁

頁
五
三
…
…
…
…

一

水
粉
九
分

一

明
は
ん
壱
匁
四
分

一

加
治
木
墨
壱
挺
八
リ

一

白
大
豆
九
勺
四
才
先

一

餅
米
弐
合
先

一

炭
八
合

一

紺
屋
細
工
壱
人
三
分
六
リ

頁
五
四
…
…
…
…外

一

地
染
賃
浅
地
染
之
例

一

黏
米
引
日
用
例

木
綿
お
こ
ん
地
返
し
壱
方
形
五
色

之
差
物
入

一

正
延
紫
壱
枚
五
分
五
リ
差
渡
七
寸
完

一

槐
花
三
匁
三
分

頁
五
五
…
…
…
…

一

和
藍
浪
三
分

一

水
粉
九
分

一

唐
朱
八
分

一

加
治
木
墨
壱
丁
八
リ

一

白
大
豆
九
勺
四
才
先

一

明
は
ん
壱
匁
三
分

一

餅
米
弐
合
先

頁
五
六
…
…
…
…

一

炭
八
合

一

紺
屋
細
工
壱
人
三
分
六
リ

外

一

黏
米
引
日
用
例

木
綿
月
白
返
し
壱
方
形
五
色

之
差
物
入

一

正
延
紫
壱
枚
三
分
弐
リ
差
渡
七
寸
完
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頁
五
七
…
…
…
…

一

槐
花
七
分
六
リ

一

和
藍
浪
弐
分

一

水
粉
九
分

一

唐
朱
八
分

一

加
治
木
墨
壱
丁
八
リ

一

丹
朱
壱
匁

一

明
は
ん
壱
匁
三
分

頁
五
八
…
…
…
…

一

た
ん
八
合

一

白
大
豆
九
勺
四
才
先

一

餅
米
弐
合
先

一

紺
屋
細
工
壱
人
三
分

外

一

地
染
賃
浅
地
染
之
例

一

黏
米
引
日
用
例

頁
五
九
…
…
…
…

花
無
紗
綾
き
ゝ
ん
返
し
壱
方
形

五
色
之
差
物
入

一

正
延
紫
壱
枚
三
分
差
渡
七
寸
完

一

槐
花
三
匁
三
分

一

和
藍
浪
三
分

一

水
粉
九
分

一

唐
朱
八
分

頁
六
〇
…
…
…
…

一

加
治
木
墨
壱
挺
八
リ

一

明
礬
壱
匁
三
分

一

た
ん
八
合

一

白
大
豆
九
勺
四
才
先

一

餅
米
弐
合
先

一

紺
屋
細
工
壱
人
三
分
六
リ

外

頁
六
一
…
…
…
…

一

黏
米
引
日
用
例

木
綿
阿
き
ふ
返
し
壱
方
形
五
色

之
差
物
入

一

正
延
紫
壱
枚
三
分
差
渡
七
寸
完

一

槐
花
壱
匁
壱
分
八
リ

一

和
藍
浪
七
分
五
リ

一

唐
朱
八
分

頁
六
二
…
…
…
…

一

水
粉
壱
匁
壱
分
八
リ

一

明
は
ん
壱
匁
四
分
三
リ

一

丹
朱
壱
匁

一

黄
土
九
分

一

加
治
木
墨
壱
挺
三
分
五
リ

一

た
ん
八
合

一

白
大
豆
壱
合
弐
勺
壱
才
先

頁
六
三
…
…
…
…

一

餅
米
弐
合
弐
勺
八
才
先

一

紺
屋
細
工
壱
人
七
分
壱
リ

外

一

黏
米
引
日
用
例
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木
綿
柿
返
し
壱
方
形
五
色

之
差
物
入

一

正
延
紫
壱
枚
三
分
差
渡
七
寸
完

頁
六
四
…
…
…
…

一

槐
花
三
匁
三
分

一

和
藍
浪
三
分

一

水
粉
八
分
七
リ

一

唐
朱
八
分

一

明
は
ん
壱
匁
三
分

一

加
治
木
墨
壱
挺
八
リ

一

白
大
豆
九
勺
四
才
先

頁
六
五
…
…
…
…

一

た
ん
八
合

一

餅
米
弐
合
先

一

紺
屋
細
工
壱
人
三
分
六
リ

外

一

黏
米
引
日
用
例

木
綿
土
器
返
し
壱
方
形
五
色
之

差
物
入

頁
六
六
…
…
…
…

一

正
延
紫
壱
枚
三
分
差
渡
七
寸
完

一

槐
花
三
分
七
リ

一

和
藍
浪
七
分
七
リ

一

水
粉
九
分

一

唐
朱
八
分

一

加
治
木
墨
壱
挺
八
リ

一

明
は
ん
三
分
七
リ

頁
六
七
…
…
…
…

一

黄
土
九
分

一

た
ん
八
合

一

白
大
豆
九
勺
四
才
先

一

餅
米
弐
合
先

一

紺
屋
細
工
壱
人
三
分
六
リ

外

一

黏
米
引
日
用
例

頁
六
八
…
…
…
…

木
綿
ふ
け
返
し
壱
方
形
五
色

之
差
物
入

一

正
延
紫
壱
枚
三
分
差
渡
七
寸
完

一

槐
花
三
分
七
リ

一

和
藍
浪
七
分
七
リ

一

水
粉
九
分

一

唐
朱
八
分

頁
六
九
…
…
…
…

一

明
礬
壱
匁
三
分

一

加
治
木
墨
壱
挺
八
リ

一

た
ん
八
合

一

白
大
豆
九
勺
四
才
先

一

餅
米
弐
合
先

一

紺
屋
細
工
壱
人
三
分
六
リ

外
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頁
七
〇
…
…
…
…

一

地
染
賃
ふ
け
染
之
例

一

黏
米
引
日
用
例

紋
無
紗
綾
地
ふ
く
返
し
壱
方
形

五
色
之
差
物
入

一

正
延
紫
弐
枚
壱
分
七
リ
差
渡
七
寸
完

一

白
大
豆
弐
勺
四
才
先

一

紺
屋
細
工
七
分
弐
リ

頁
七
一
…
…
…
…外

一

形
付
賃
四
百
文

一

地
染
賃
水
色
染
之
例

一

紅
賃
五
色
中
模
様
之
例

亥
十
月
知
念
筑
登
之
親
雲
上
申
出

下
布
玉
色
両
面
形
ニ
三
色
之
差
物
入

一

正
延
紫
壱
枚
三
分

一

槐
花
壱
匁
五
分

頁
七
二
…
…
…
…

一

和
藍
浪
弐
分

一

明
は
ん
壱
匁

一

加
治
木
墨
六
分

一

白
大
ツ
六
勺
先

一

餅
米
三
合
先

一

炭
壱
斤

一

紺
屋
細
工
壱
人
五
分

頁
七
三
…
…
…
…

一

薪
木
五
勺

一

白
灰
五
勺外

一

地
染
賃
玉
色
染
之
例

一

黏
米
引
日
用
例

頁
七
四

(

白
紙)

頁
七
五
…
…
…
…

小
散
形
付
壱
尋
例

銅
板
斉
浅
地
返
し
両
面
形
五
色

之
差
物
入

一

正
延
紫
壱
枚
八
分
五
リ
差
渡
七
寸
完

一

槐
花
七
分
四
リ

一

和
藍
浪
壱
分
四
リ

一

水
粉
弐
分
弐
リ

頁
七
六
…
…
…
…

一

明
は
ん
壱
匁
四
分
八
リ

一

唐
朱
九
分
三
リ

一

加
治
木
墨
弐
分
九
リ

一

炭
壱
斤
四
合
八
勺
三
才

一

白
大
豆
六
勺
弐
才
先

一

餅
米
三
合
七
勺
壱
才
先

一

紺
屋
細
工
壱
人
五
分
五
リ

頁
七
七
…
…
…
…外
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一

地
染
賃
水
色
染
之
例

一

黏
米
引
日
用
例

銅
板
斉
白
地
両
面
形
五
色
之
差
物
入

一

正
延
紫
壱
枚
七
分
八
リ
差
渡
七
寸
完

一

槐
花
七
分
四
リ

一

和
藍
浪
壱
分
四
リ

頁
七
八
…
…
…
…

一

水
粉
弐
分
弐
リ

一

明
は
ん
壱
匁
四
分
八
リ

一

唐
朱
六
分
三
リ

一

加
治
木
墨
弐
分
九
リ

一

炭
壱
斤
弐
合
七
勺
七
才

一

白
大
豆
六
勺
三
才
先

一

餅
米
三
合
壱
勺
弐
才
先

頁
七
九
…
…
…
…

一

紺
屋
細
工
壱
人
四
分
壱
リ

外

一

黏
米
引
日
用
例

木
綿
水
色
手
加
染
壱
方
形
五
色
之

差
物
入

一

正
延
紫
壱
枚
六
リ
差
渡
七
寸
完

一

槐
花
七
分
三
リ

頁
八
〇
…
…
…
…

一

和
藍
浪
壱
分
五
リ

一

明
は
ん
七
分
三
リ

一

加
治
木
墨
三
分

一

水
粉
七
分
三
リ

一

唐
朱
七
分
九
リ

一

炭
七
合
九
勺
五
才

一

白
大
豆
四
勺
五
才
先

頁
八
一
…
…
…
…

一

餅
米
七
勺
五
才
先

一

紺
屋
細
工
九
分

外

一

地
染
賃
浅
地
染
之
例

一

糯
米
引
日
用
例

頁
八
二
―
八
六

(

白
紙)

頁
八
七

似
例

鶯
返
し
形
付

但
本
本
吉
岡
ニ
茶
色
両
染
之
例
并
形
付

※
両
に
○
（
朱
）

賃
四
百
文

一

浅
地
返
し
形
付

但
本
吉
岡
染
ニ
浅
地
形
付
之
例

一

月
白
返
し
形
付

頁
八
八
…
…
…
…

但
本
吉
岡
染
ニ
浅
地
形
付
之
例

一

鼠
色
返
し
形
付

但
本
吉
岡
染
ニ
鼠
色
形
付
之
例

一

若
葉
色
地
ニ
く
り
梅
お
ふ
る
返
し
形
付

但
茶
色
染
ニ
く
り
梅
染
ニ
形
付
賃
四
百
文

(��)
－���－



一

土
器
色
地
ニ
く
り
梅
お
ふ
る
返
し
形
付

但
黄
染
ニ
く
り
梅
染
形
付
賃
四
百
文

頁
八
九
…
…
…
…

一

青
お
ふ
る
返
し
形
付

但
黄
染
倍
染
ニ
く
り
梅
染
形
付
賃
四
百
文

一

豆
色
返
し
形
付

但
鼠
色
形
付
ニ
青
形
付
之
例

一

若
葉
色
返
し
形
付

但
本
吉
岡
染
ニ
浅
地
染
形
付
賃
四
百
文

一

茶
色
返
し
形
付

頁
九
〇
…
…
…
…

但
本
吉
岡
染
ニ
浅
地
黄
染
形
付
賃
四
百
文

一

青
お
ふ
る
返
し

但
ね
つ
み
色
形
付
ニ
青
形
付
之
例

一

く
り
梅
返
し
形
付

但
く
り
梅
染
ニ
黄
染
形
付
賃
四
百
文

一

土
器
色
お
ふ
る
形
付

但
黄
染
倍
染
ニ
く
り
梅
染
形
付
賃
四
百
文

頁
九
一
…
…
…
…

一

く
り
梅
形
付

但
く
り
梅
染
ニ
形
付
賃
四
百
文

一

く
り
梅
形
付
ニ
鼠
色
返
し
形
付

但
本
吉
岡
染
ニ
浅
地
染
形
付
賃
四
百
文

一

呉
染
お
ふ
る
返
し
形
付

但
鼠
色
形
付
ニ
梅
染
形
付
賃
四
百
文

一

赤
鼠
色
返
し
形
付

頁
九
二
…
…
…
…

但
呉
染
形
付
ニ
紺
形
付
之
例

一

沈
香
色
染

午
三
月
紺
屋
中
并
納
殿
等
差
引
以
立
直
ル

但
香
色
形
付
之
例

但
黄
染
倍
染
梅
染
之
例
二
而

一

老
米
色
染

但
黄
染
倍
染
ニ
玉
色
染
之
例

一

棕
梠
色
染

但
赤
染
倍
染
ニ
玉
色
染
之
例

頁
九
三
…
…
…
…

丑
六
月

一

柿
色
染

但
黄
染
之
例

此
下
八
形
代
官
例
よ
り
写

一

藍
お
ふ
る
返
し
形
付

但
浅
地
形
付
ニ
紺
形
付
之
例

一

茶
色
木
綿
加
す

但
黄
染
并
玉
色
染
之
例

一

同
芭
蕉
加
す

頁
九
四
…
…
…
…

但
黄
染
并
玉
色
染
本
す
ぐ
り
芭
蕉
苧

染
之
例

丑
十
二
月
沢
岻
筑
登
之
親
雲
上
申
出
表

一

茶
色
染
木
綿
カ
那
取
切
壱
取
切
分

賃
銭
弐
百
五
拾
文

戌
十
一
月
帳
よ
り
立

(��)
－���－



一

土
器
色
か
え
し
形

但
本
吉
お
か
染
并
黄
染
例
形
付
尋
ニ
四
百
文

亥
二
月
帳
よ
り
立

一

天
青
色
染

頁
九
五
…
…
…
…

但
深
玉
色
并
紫
色
染
之
例

寅
四
月
沢
岻
筑
登
之
親
雲
上
出
表

一

紺
紫
染

但
玉
色
染
ニ
紫
染
之
例

一

水
色
染
木
綿
か
な

但
下
唐
苧
阿
さ
き
染
之
例

丑
六
月

一

柿
色
染

但
黄
染
之
例

頁
九
六
…
…
…
…

□
八
月

一

紺
水
色
ニ
而
染
分
形
付

但
机
上
白
布
紺
形
ニ
水
色
紅
さ
し
入
例

午
八
月
御
内
原
御
用

沢
岻
筑
登
之
申
出
表

一

白
木
綿
房
三
掛
斤
ニ
シ
テ
三
斤
五
合

但
青
染
例
無
之
付
唐
苧
染
例

紺
屋
主
取

右
同
（
○
で
消
し
）

沢
岻
筑
登
之
親
雲
上
右
同

一

八
百
五
拾
七
文

但
�
銅
板
斉
壱
尋
晒
買

頁
九
七
…
…
…
…

右
散
返
せ
形
付
染
物
之
類
納
殿
染
賃

例
ニ
無
之
等
者
現
入
目
又
者
似
シ
之
例
ニ
而
印
紙

払
い
た
し
候
故
時
ゝ
御
用
支
ニ
相
成
候

節
茂
有
之
候
ニ
付
此
程
取
払
表
表
此
節

一
例
取
究
申
渡
候
間
向
後
此
通
付
届

可
致
候
尤
此
外
ニ
茂
例
ニ
可
立
品
者
則
ゝ

可
申
出
候
上

頁
九
八
…
…
…
…

乾
隆
五
拾
八
年
癸
丑
三
月

大
美
御
殿

外
間
親
雲
上

渡
嘉
敷
親
方

天
久
親
雲
方

頁
九
九
…
…
…
…

勘
定
方

頁
一
〇
〇
―
一
〇
一

(

白
紙)
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